
SDGs 理念に則した新配合コンクリートの提案 

㈱フジイケミカルズ 取締役 藤本栄之助 

㈱藤井基礎設計事務所 代表取締役 藤井俊逸 

１．まえおき 

 20 世紀の後半から国連を中心とした「気候変動」に対処する枠組みが協議されてきたが、

1997 年の京都議定書での具体的な目標を定める議論を通じて、2017 年のパリ議定書ではさ

らに具体的に 17 項目の大きなテーマを定め SDGs”持続可能な目標”として、急速に全地

球規模において「脱炭素活動」が盛んになった。 

 その風潮に合わせて日本においてもこの機運が高まり、筆者らは 2008 年の「林野庁補助

事業」に採用され、CO₂を排出しない“リグノフェノール事業開発”に取り組み工業生産

規模の製造プロセス開発を完成し、消費市場開拓を推進しながら事業化へのタイミングを

図っているところである。 

 これまで推進されてきたバイオマス原料としてのもっとも汎用的な木材を基材とする木

材化学は 

＊アルカリ蒸解法による繊維産業および製紙工業 

＊バイオ・エタノール事業開発 

＊発酵法による木材からの直接バイオ・エタノール製造法 

＊著名大学や製紙企業による CNF 製造技術 

など、枚挙にいとまがないほど多様に続けられてきたが、これらはすべて 40～50 年かけて

森林が育成してきた貴重な資源の 30％に相当するリグニンを廃棄してきた歴史を背負って

いるものであり、SDGs 時代にはそぐわない批判の対象にされてきた。 

 その汚名をそそぐべく最近では“熱回収－Thermal Recycle”と称して焼却されているが、

熱源のエネルギーは 4,000～10,000Kcal/Kg という高エネルギー燃料を使用しているため

に、「黒液」として回収されるリグニンのエネルギーは 2,000Kcal/Kg という低レベルのも

のであり、産廃として廃棄できないから燃料に混合して燃やしている邪魔ものに過ぎない

ことを自覚自省しなければならない。 

 筆者らが開始した 2008 年という年代は、三重大学名誉教授舩岡正光氏が学問的に研究開

発したものを、工業生産に適した製造プロセスを隠岐の島において完成した時期であり、

これまで産廃として廃棄または焼却処理されてきた貴重な資源を、熱可塑性であり、有機

溶媒に可溶な工業的な有効原料に変換できたときであった。 

 本年、2022 年に㈱大林組が、われわれと同様な志をもって廃棄物としてのリグニンをコ

ンクリート部材として初めて有効な資源として利用することを発表したが、これまでに公

表された詳細な資料がないので、それに推論を加えて紹介するとともに、さらに SDGs の

精神に沿った“脱炭素”効果のより高い新品種をここに提示するものである。 

先ず㈱大林組が公表したわずかなデータを基にこの脱炭素コンクリートの素性を推定し、



現在先発として上市されている旭化成㈱“ヘーベル ALC”と比較し、その上でさらに改善

された高性能を期待できる「新品種コンクリート」を提示する。 

 

２．少ないデータから推論したさらに高機能な“脱炭素コンクリート”の提案 

 以下の議論に必要な諸データの提示と確認 

〇セメント１㌧を製造する際に発生する CO₂の量は 450Kg (セメント原料組成から計算) 

〇㈱大林組が発表しているデータ 

   汎用コンクリートが発生する CO₂量   270Kg/ｍ³ 

   リグニン添加コンクリート(脱炭素品種)  240Kg/ｍ³の CO₂を吸収 

   リグニン１Kg が CO₂を吸収した量    2.4Kｇ(化学反応式から正当性を確認) 

   リグニン添加コンクリート比重     2.1  （計算から推定） 

   汎用コンクリート比重         2.3 

〇既に上市されている旭化成軽量コンクリート“ヘーベル ALC”、大林組“脱炭素コンクリ

ート、および新品種コンクリート(提案)の比較表 

 

   汎用品種  旭化成 ALC  大林組脱炭素  新品種提案 

機能性付加       －  発泡倍率 74％ リグニン100Kg/ｍ³ 発泡加工/リグニン 

比重       2.3       0.6    2.0*    0.5* 

圧縮強度(N/mm

²) 

      3.25       3.92   

熱伝導度

(W/m℃) 

      1.60       0.17       0.42*       0.09* 

比熱  

(J/Kg℃) 

           1,049            

遮音性

(dB/100mm) 

        38   

脱炭素率       －    50%*       27%**       58%* 

 

   *Mark は計算値、計算による推定値または期待値 

 **Mark は大林組による公表値から計算→１ｍ³あたり 230Kg のコンクリートに 100Kg

のリグニン添加量から脱炭素率を計算した。 

     

 

３．総合評価および結論 

 これまで廃棄物同然の取り扱いをされてきた副生リグニンを、コンクリート材として有

効活用し、SDGs 活動に相応しい脱炭素建材を提供した㈱大林組の意図には、心から賛同と



指示を表明するが、しかしながらその効果は既に旭化成が提供している軽量コンクリート 

“へーベル ALC”の効果には脱炭素率および省エネルギー材としての熱伝導率等からの視

点では劣っている。筆者らはそれを克服する意図をもって新品種”脱炭素グレード”を提

案するものである。                           （終） 

  


